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   A case of posterior urethral  polyp in a child is reported. A 14-year-old boy presented to our 
hospital with the chief complaint of a sense of residual urine. Ultrasound sonography and cystoscopy 
showed aposterior urethral tumor (1.5  cm  X 1.8 cm). Transurethral resection was performed, and the 
pathological diagnosis was a fibrous  polyp. One year after transurethral resection, the patient showed 
no signs of recurrence. Only 8 cases of posterior urethral polyp in children have been previously 
reported in the Japanese literature. 
                                               (ActaUrol. Jpn.  44: 53-55, 1998) 
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Fig. 1. Transabdominal ultrasonography shows 
       a hyperechoic mass  (arrow  : polyp). 
 left  : cross section,  right: longitudinal 
         section.
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 Fig. 2. H & E staining of histological section 
        of the  polyp: fibrovascular stroma 
        covered by normal transitional  epithe-
          lium.


































































分類が よ く用い られている.こ の中でポ リープは,移
行上皮 由来の炎症性,線 維性,円 柱上皮由来の腺腫性
に分けられ る.本 症例 は,移 行 上皮 に覆われ,問 質が
線維組織 に富 み,炎 症細胞 を認めず,ま たPSA染 色
陰性 の所見 より線維性 ポ リープにあたる.
本邦 における小児後部尿道ポ リープは自験例 を含め
て8例2s7)が報告 され てい る(Tablel).8例を検討
してみる と平均 年齢 は7.8歳,線維性が5例 で,腺 腫
性 が2例,不 明が1例 あった.線 維性の割合が高い傾
向にあ る.
男子後部尿道か ら発生 した線維性ポ リープは,1856
年 にThompson8)が最 初に発表 してか ら現在 までに
70例以上の報告がある.外 国では,小 児 の報告例 が多
く,Downs9)は平均9.7歳と報告 してお り,こ の疾患
が尿道壁か ら発生 した先天的なもの と考 えている.
本邦 で は大藤 らLO),川原 らmが 成 人 の線 維性 ポ
リープを報告 してお り今 までに成人例 は6例 報告 され
て いる.成 人例 と小児例 は ほぼ同数で あ り,Downs
の報告 とは異なっているが診断機器や技術の向上 によ
り今後 は小児例 の増加が予想 される.
診断 には,排 尿時膀胱尿道造影 と内視鏡検査9)が有
効 とされているが,本 症例 は,超 音波検査で膀胱頸部
にhyperechoiclesionの腫瘍が認め られ精査の結果診
断が下 された.今 後はスクリーニ ング検査 として超音
波検査が有効であろ う.ま た,井 口ら6)が報告 してい
るように腫瘍の発生が尿道壁か前立腺かの鑑別 には,
PSAな どの特 殊染色 が有用 と思 われ本症例で もPSA
染色陰性で あったので尿道原発 とした.
本邦 の小児の後部尿道線維性 ポ リープの発生場所 を
検討 してみ る と5例 中3例 が精阜周 囲 よ り近位 に向
か って発生 している.外 国で も同様の報告が されてい
るお りほとん どは有茎性で,単 発例が多いが多発例の
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